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看護師が行う退院調整について

≪ 退院支援の流れ ≫

看護部では、地域の皆さまが安心して療養生活を送れるよう、心のこもった看護を
大切にしています。今回は、病棟看護師が担う「退院調整」についてご紹介します。

当院では、各病棟に退院調整看護師を配置し、入院早期から患者さん一人ひとりの生
活背景やご家族の状況、介護・医療サービスの利用状況などを丁寧に確認しています。
病気や治療による心身の変化を踏まえ、患者さんやご家族の思いに寄り添いながら、
「その人らしい暮らし」を退院後も続けられるよう、一緒に考え、支援しています。

「自宅で生活できるだろうか」「介護サービスは
利用できるのだろうか」など退院後の生活について
気になることがありましたら、どんな小さなことで
もお気軽に退院調整看護師へご相談ください。

退院はゴールではなく、新しい生活のスタートで
す。私たちは、患者さんとご家族が安心してその一
歩を踏み出せるよう、入院から退院後まで切れ目の
ない支援を心がけています。
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また、医師やリハビリスタッフ、薬剤師、医療ソーシャルワーカーなど院内の多職
種と緊密に連携するとともに、かかりつけ医や訪問看護、ケアマネジャーなど地域の
医療・介護関係者とも情報を共有し、必要な制度やサービスを調整しています。入院
中から退院後を見据えた切れ目のない支援を行うことで、患者さんとご家族が安心し
て新たな生活をスタートできるようサポートしています。
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